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過去 60 年のエヴェンキ族⾃治旗全体の⼈⼝変動を⽰したのが図 1 である。流⼊によ
り漢族が激増して旗所在地である都市部を中⼼に圧倒的な割合を占めるようになった。 
 




















2010 年現在、住⺠登録によると A ガチャーには 301 ⼈が登録され、五つの⺠族から
構成されている。最も多いのがエヴェンキ族で 77％、モンゴル族とダグール族が各々9％
を占めていた6 。しかし、登録上 A ガチャーとなっているものの、他ガチャーなどに居住
する者が 43 ⼈、逆に他地域登録の A ガチャー居住者が 22 ⼈いたため、実際の A ガチャ
ー居住⼈⼝は 280 ⼈だった。当ガチャーに居住する登録済と未登録の漢族流⼊⼈⼝は全
⼈⼝の約 12％に達していた。 








表 1 年代別性別他⺠族*の A ガチャーへの転⼊理由 
単位：⼈ 
性別 ⼥性 転⼊年代別 
⼥性計 
男性 転⼊年代別 
男性計 移住理由 2000 1990 1980 1960 2000 1990 1980 1970 1960 
トラック運転⼠          1 1 
婚姻 4 2 2  8 1 6 2   9 
⼤⼯         1   1 
「知識⻘年」地
⽅⽀援 
        1  1 
農業労働者         1  1 
婚姻関係者の⾎
縁 
 1  1 2  1 2   3 
労働者の⾎縁  1  1 2       



















（⼾⼝）別にみた⺠族構成を表 2 に⽰す。 
 
表 2 世帯（⼾⼝）別の⺠族構成（⼾⼝種類） 
世帯主⺠族 農業⼾⼝ ⾮農業⼾⼝ 総計 
エヴェンキ族 79 34 113 
ダグール族 5 3 8 
モンゴル族 7 4 11 








世帯主 集計 97 51 148 
総計 97 51 148 
出所：現地調査により作成。 
 
                                               

















A ガチャーは 2 つのウリレン（烏⼒楞、urileng; 集落）からなる（第 2図）9 。今⽇の
B ソムでは、エヴェンキ語で集落を指す場合、ウリレンという。本稿では、A ガチャーの
現在の実態から、ウリレンは地縁による集落とみなしている。その 1 つは東にある集落
で Jウリレン（1940 年代、既に集住地であった）、もう 1 つは⻄にある集落で Gウリレ
ン（1997 年建設）である。この J と G という 2 つのウリレンは単に居住を共にする集落
の性格が強いウリレンである。東⻄にそれぞれ 46軒と 50軒で、計 96軒の家屋敷地が確

















































寄宿して通学している。後に詳しく述べる C ジューの事例では、2012 年現在、それまで
に⼆世代 18 ⼈が⼩学校以上の教育を受けていたが、うち 16 ⼈がガチャーを離れ都市部
に寄宿していた。家庭の年配者が学校の近くに家を借り⽣徒を送迎する、或いは同じジュ
ーの親族や知り合いの家に寄宿させるなどしている。同⼀ジュー以外の家庭に⼦⼥を寄宿


















































牧地域が限定された（旗誌 1996,79,114）。その後 1905 年の時点で、現在のエヴェンキ
族⾃治旗に相当する地域の⼈⼝はエヴェンキ 3,028 ⼈、ダグール 716 ⼈とモンゴルの⼀





























































領に任命し、軍事的⼋旗制度に編⼊された。佐領は 3 つの⽒族（hala下位の mohon、モ
ンゴル語標記mokhon、中国語表記はmokun とされる）の三⼈の⻑のうち最も有能者を

































り、1854-1956 年の 100 年に渡って、当時中国領内であったアムール川、松花江、烏蘇
⾥江流域へ⼊り、⺠族学の他に、地理学、地質学、動物植物学者が参加した調査を⾏っ
た。そして、以下の出版物で⼈類学、⺠族学関係の部分を報告した。 




  Shrenk,L. Reisen und Forschungen in den Jahren. 1854-1856, Bd. 3Vols (1985 ~ 
1900) （書名訳：『アムール川地⽅』） 

















































































































におけるエヴェンキ族の⼈⼝は 1636 ⼈であったという（旗誌 1996,114）。1953 年から
政府機関により 5回に渡って⾏われた国勢調査（旗誌 1996,90、旗誌 2005,89）によれば













エヴェンキ モンゴル 漢 ダグール 
⼈⼝ （％） ⼈⼝ （％） ⼈⼝ （％） ⼈⼝ （％） 
1953 年(第 1 回) 6399 2311 36.15 2580 40.3 317 4.95 1170 18.30 
1964 年(第 2 回) 18861 3588 19.02 6473 34.32 4246 22.51 4340 23.09 
1982 年(第 3 回) 91309 6465 7.08 16124 17.66 54611 59.8 11710 12.83 
1990 年(第 4 回) 128733 8612 6.69 21674 16.84 79125 61.46 13929 10.82 
2000 年(第 5 回) 140055 9702 6.93 24697 17.63 85239 60.86 14770 10.54 





は、当初制限はなかった（旗誌 1996,99-100）。それが 1985 年 6⽉から 1000万以下の
⼈⼝を持つ⼩⺠族でも第⼆⼦までとされた。漢族に対する⼀⼈⼦政策は 2016 年に廃⽌さ
れ、⼩⺠族も含めて産児制限はなくなった。2005 年にはエヴェンキ旗の⼈⼝は 142791





























































タ (Jウリレン、2005 年)に基づくと、全 32 ⼈の学⽣のうち、⼩学⽣ 12 ⼈、37％を占
め、中学⽣ 8 ⼈、25％を、⾼校⽣ 10 ⼈、31％を占めていた。また⼩、中、⾼校それぞれ

































⽣活が多く⾒られるようになった。以下の表 4 によって調査地 A ガチャーの C ジューの
事例について教育の実態を詳しく⾒ておこう。 
 
表 3 学歴および就学状況(C ジューの第三世代および第四世代 2012 年現在)１ 
  性別 登録⺠族名 現在の住⺠登録地 1） 最終学歴 就学時居住地 2 修学⾔語 




2 男 エヴェンキ A ガチャー ⼩学校 B ソム モンゴル語 
3 ⼥ エヴェンキ A ガチャー 中学校 B ソム、旗庁所
在地 
モンゴル語 
4 男 エヴェンキ A ガチャー 短期⼤学 B ソム、ハイラ
ル 
モンゴル語 
5 男 エヴェンキ A ガチャー ⼩学校 B ソム モンゴル語 





7 ⼥ エヴェンキ A ガチャー 中学校 B ソム、旗庁所
在地 
モンゴル語 




9 ⼥ エヴェンキ A ガチャー 中学校 B ソム、旗庁所
在地 
モンゴル語 




11 ⼥ エヴェンキ A ガチャー 中学校就学中 旗庁所在地 モンゴル語 
12 男 エヴェンキ A ガチャー 中学校就学中 旗庁所在地 中国語 
13 男 エヴェンキ ホ旗ガチャー地域 中学校就学中 ホ旗庁所在地 モンゴル語 
14 男 エヴェンキ A ガチャー ⼩学校就学中 旗庁所在地 中国語 
15 男 エヴェンキ A ガチャー ⼩学校就学中 旗庁所在地、ハ
イラル 
モンゴル語 
16 男 エヴェンキ A ガチャー 幼稚園就学中 旗庁所在地 モンゴル語 
17 ⼥ エヴェンキ ホ旗ガチャー地域 幼稚園就学中 ホ旗庁所在地 モンゴル語 
18 ⼥ エヴェンキ B ソム内他ガチャー 未就学 旗庁所在地  













の社会変化を先取りしていると推測される。C ジューで最も多いのは中学卒業の 6 ⼈で
ある。⾼校卒と⼤学卒はそれぞれ 2 ⼈、3 ⼈である。⼦供は、就学に伴って学校所在地に








































































































A ガチャーの⾏政機構の場合は、党書記 1 ⼈（ソムから指名）、ガチャー・ダー1 ⼈
（村⻑が選挙で選ばれる）、副ガチャー・ダー1 ⼈（村⻑、選挙）、婦⼈連合主任 1 ⼈



























され、それぞれ決められた利⽤⽬的で農業や牧畜を営んでいる。1985 年 6⽉ 18⽇、





分と請負が開始され、請負の期間が 15 年間とされた。1997 年に期間が変更され、さらに
30 年間に延びた。請負は世帯を単位とし、調査地では 1998 年に「使⽤証」が各世帯主に
渡された。この請負地は牧畜に関する利⽤⽬的以外の利⽤ができず、転売もできない。ガ










（草原）の総⾯積は 1287万 7400 ムーであり、請負権の設定が可能な「草場」の
95.05％に当たる。（出所：http://www.ewenke.gov.cn/Item/44274.aspx ⾃治旗農業局





表 4 関連法律、規程、条例 
⽴法と修正年次 法令名 
中華⼈⺠共和国 
1999 年 1⽉ 1⽇ 「中華⼈⺠共和国⼟地管理法」 
1985 年 6⽉ 18⽇ 
2002 年 12⽉ 28⽇修正 
2009 年 8⽉ 27⽇修正 
「中華⼈⺠共和国草原法」 
1984 年 5⽉ 31⽇ 
2001 年 2⽉ 28⽇修正 
「中華⼈⺠共和国⺠族区域⾃治法」 
内蒙古⾃治区 
1984 年 6⽉ 7⽇ 
1991 年 8⽉ 31⽇修正 
2004 年 11⽉ 26⽇修正 
「内モンゴル⾃治区草原管理条例」 
鄂温克族⾃治旗 
1997 年 5⽉ 31⽇ 「鄂温克族⾃治旗⾃治条例」 
2003 年 10⽉ 10⽇ 「鄂温克族⾃治旗⽴法条例」 
2001 年 11⽉ 21⽇ 「鄂温克族⾃治旗⼟地管理条例」 


















的としてエヴェンキ⾃治旗において制定された。2000 年 3⽉ 29⽇開催のエヴェンキ
























間は 30 年を超えられない。草地の無断売買は禁⽌されている。 
                                               

























































































積で計算し、公顷単位当たり 2000元から 30000元の罰⾦を科す。 
（四）本条例第⼆⼗三条規定を違反して草原で過放牧を起こして草原を劣化させ表⼟
層を破壊させた場合は、過放牧を即時停⽌するよう命じ、期間内に草原の改良、表⼟層の
復元を命じ、公顷単位当たり 400元から 4000元の罰⾦を科す。 
 42 
（五）草原建設と牧畜⽣産に直接関係しない⾞輛の規定以外の通⾏、草原捻圧？をし

















2000 年以降、⾃治旗経済は成⻑を遂げている。2017 年の⾃治旗 GDP値は 1005463
万元で、5.0%の成⻑率だった。⼀⼈あたり平均 GDPは 72316元だった。産業構造は














家畜頭数 685205 658475 
1 ⼤型家畜 143469 139893 
⽜ 104066 98376 
⾺ 39403 40128 
ラクダ 700 1004 
2 ⼩型家畜 528636 507582 
⽺ 494377 465897 




2017 年のデータによると、鮮乳⽣産量は 17万トンであり、前年度と⽐べたら 10.4%
の成⻑だった。⾷⾁に関しても 0.3%成⻑し、1万 9154トンとなった。同年度の農作物の
栽培⾯積が 24874ヘクタールで 6.2%拡⼤した。うち⾷糧農作物⾯積は 15399ヘクタール













⼗⼆年（1683）に 5 つのアバ（狩猟場）計 69 の佐に分け、69 ⼈の佐領を設置し管理さ
 44 
せた 。雍正九年（1731 年）にこの 5 つのアバを⼋旗制に編⼊し、エヴェンキの 5 つの
旗、47佐にダグールの 3 旗 39佐に編成し、エヴェンキの成⼈男性をすべて⼋旗官兵に命
じた（旗誌 1996,114）。雍正⼗年（1732 年）にまた、「移⺠実辺」という政策が出台
し、ブテハ地区のエヴェンキ、ダグール、オロチョンとバルガ⼈の 3000兵丁と彼らの家






変動を⾒てみよう。当旗のエヴェンキ⼈⼝は 1732 年の 1636 ⼈から 2000 年の 9702 ⼈と





1996,99-100）。1985 年 6⽉から 1000万以下の⼈⼝を持つ⼩⺠族は第⼆の⼦供まで産む
ことが許可されるが、漢族は依然として⼀⼈の⼦だけが許された。しかしながら、漢族の
⼈⼝は図１のように激増する⼀⽅、エヴェンキ⼈⼝はあまり増えなかった。現在、エヴェ






で、その内訳は⾺ 15494匹、⽜ 9494 頭、⽺ 93540匹であった（旗誌 1996,395）。それ
が 1925 年になると、181.7万頭（ソロン左右旗）に上り、当時のフルンボイル副都統衛
 45 
⾨の統計によると、牧⺠⼀⼈当たり⽺ 48〜49匹、⽜ 4〜5 頭、⾺ 5〜6匹を占める規模で
あったという（旗誌 1996,395）。 
エヴェンキ⾃治旗の総⾯積は 19111㎢であり、エヴェンキや他の⺠族は代々草のよい







1683 年（康熙 22 年）に 5 つのアバ計 69 の佐に分け、69 ⼈の佐領を設置し管理させた。
1731 年（雍正 9 年）にこの 5 つのアバを⼋旗制に編⼊し、エヴェンキの 5 つの旗と 47
佐に、ダグールの 3 旗 39佐に再編成し、エヴェンキの成⼈男性をすべて⼋旗官兵に命じ
た（旗誌 1996,114）。1732 年（雍正 10 年）にまた、ブトハ地区のエヴェンキ、ダグー














トルは 5 つのジューが年毎にほぼ交替で担当した。⽺の数は 1オトル当たり 1200 頭、⽜
 46 
は 1オトル当たり 190 頭あった。⽺は 3 つのオトルで、⽜は 1 つのオトルで管理されて
いた。⽜の群は 2 か⽉毎に移し、⽺の群は毎⽉移動した。1オトル当たりのメンバーは概





























































































表 7 オジオバの呼称 
 本稿調査地 オルゴヤ 2） 
オジ オバ オジ オバ 
⽗⽅ 年⻑ 1） ウッドゥグアバ a） ネーネー b） 合克
（hekke） 
額基（ekki） 
年下 エスヘ a） グーグー b） 阿基（akki） 額基（ekki） 
























































































表 8 男⼥別モホンの継承：C ジューの CF、CMの⾎縁⼦孫のみ 
単位：⼈ 
モホン名 ⺟⽅継承 ⽗⽅継承 総計 
男性M  1 9 10 
ウッドグ・トゥグドン 1 1 2 
テゲン・ハーハル  6 6 
他⺠族  2 2 
女性F  4 9 31  
ウッドグ・トゥグドン 3 2 5 
テゲン・ハーハル 1 3 4 
モンゴル・ダーット  1 1 
他⺠族  3 3 

































































































第 3 世代の CC1C の場合、男親 CC1*M のモホンであるテゲン・ハーハルを継承し
て、C ジューには⼊れ⼦のようにテゲン・ハーハルが⼊り込んでいる。このため、現在の
ところ C ジューは、⼆つのモホンから編成される結果となった。ジュー⾃体も、図 4 の
ように⼆つのモホンをコアに構成されているといえる。⼆つのモホンが重なっている⼦
は、いずれか⼀⽅のモホンを継承するが C ジューの構成員であることに変わりはない。












図 3 C ジュー第⼀から第四世代⽬までの構成員図 
 
注：縦横の実線は親⼦兄弟姉妹関係を指す。＝は夫婦関係、△は男性、○は⼥性、⿊塗は死亡者、‡
は離婚を現す。個⼈代名 CFと CMは、それぞれ第⼀世代の F:⼥性とM:男性を現し、CC は第⼆世
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ても⼦供はエヴェンキとみなされる(図 4 の「他⺠族との⼦供」たちを指す) 。他⺠族との














































い。B ソムの総⾯積は 920㎢、利⽤可能な草原⾯積は 800.96㎢で全エヴェンキ族⾃治旗











に夏の間オトルに出かけるが、A ガチャーで観察された数は僅か 3オトル 5 世帯であ












2 は⽜舎区（⾯積約 1,600㎡）⑦レンガ製⽜舎（約 30頭収容）⑧⽜糞置場 




























































⼟地の受委託関係も C ジューの事例で具体的に観察される。C ジューの利⽤している
牧草地は次の表 9 に⽰される。C ジューのメンバーは L1 から L5 の 5 つの請負地計
8,078 ムーが利⽤可能である。5 ⼈の名義⼈のうち 4 ⼈がガチャー在住、内 2 ⼈が⾃作
（⼟地番号 L2 と L3）、L1は名義⼈ CC1M の⼦供が使⽤、L4 の名義⼈は⼟地を同じ C
ジューのメンバーに放牧のため無償で貸している。L5 の名義⼈ CC3Mは都市居住で、そ
の⼟地と家畜を CC1M の⼦供らに預けている。CC1M（L1）、CC2C3M（L4）、CC3M
（L5）が各々所有する家畜は、3名義⼈の請負地に共同で放牧され CC1C4M と CC1C2M
が世話している。 
 







⾯積 ⼟地使⽤者 家畜飼育の受委託関係 F M 
L1 CC1*M  2,278 2,278 CC1C4M （親⼦関係） 
CC1*Mの家畜を CC1C4Mが
世話 
L2 CC1C2M  2,000 2,000 名義⼈⾃⾝ ⾃⾝ 
L3 CC1C3F 1,000  1,000 名義⼈⾃⾝ ⾃⾝ 
L4 CC2C3M  1,000 1,000 CC1C3F CC1C4M 
CC2C3Mの家畜を CC1C4Mが
世話 
L5 CC3*M  1,800 1,800 CC1C2M CC3*Mの家畜を CC1C2Mが世話 
総計 1,000 7,078 8,078   




















CC1F 20  20 
CC1C1F  50 50 
CC1C2M  50 50 
CC1C3F、CC１C3C1F 50（CC１C3C1） 50（CC１C3） 100 
CC1C4M  120 120 
CC1C5M  120 120 
CC3C1F 10  10 
CC3C2F 10  10 
総計 90 390 480 












例えば CC2 の⼦供には配分がなく、彼らに⽐べて C ジューへの帰属感が強く関係が緊密




































































































第⼀節 家畜  
定住牧畜が主⼲⽣業で、主な家畜は⽜⾺と⽺である。⼭⽺も飼っているが、⼀例を⾒
ると 300 頭の群れに 30 頭程度⼭⽺が混ざっている規模である。家畜の⽤途は販売と⾃家
⽤に使われている。⾃家⽤もさらに 2 つの⽤途があり、⾷⽤（⾁類、⽜乳、乳製品）と
⽑⽪を使った防寒⽤などに使われる。2007 年のエヴェンキ期の統計によると A ガチャー
の家畜総頭数 6458 頭、その中⽜ 1593 頭、⽺ 4484 頭、⾺ 381 頭だった。2015 年調査時






























































が 917.82トン、⽣或いは冷蔵⾷⾁が 1596トン、熟成⾁製品は 536トンに達している
 69 
（出所：http://www.ewenke.gov.cn/Item/35104.aspx エヴェンキ⾃治旗統計局 2018 年 1






































































































































表 12 飼育作業(春、夏、秋：4⽉から 12⽉) 
 
種類 
時間帯 ⽜ 1） ⽺ ⾺ 













































109 世帯が⽜を飼育し 87 世帯が⽣乳を販売している。⽜の頭数も増えている。ガチャー




2009 年当時の古いデータだが 、⽜乳収集に関してエヴェンキ族⾃治旗には 5 つの乳
製品企業があった。固定集乳場が 68ヵ所登録されており、31ヵ所が⼀時運営停⽌中 27
ヵ所通常運営していた。また 10ヵ所が国境外（モンゴル国）に設置されていた。旗 5 つ
の乳製品企業で⾒ると集乳の⾦額が年々低下する傾向があった。質により⼀キローあたり
 74 


















第四節 A ガチャーにおける請負地の利⽤現状 
調査地の牧畜に利⽤されている請負地に関して、1985 年から⼟地の配分、請負が開始






















ている。ガチャー全体の放牧地に使われている範囲は図 6 の通りである。 
図 6 から⾒ると、ガチャー内に数ヵ所に分かれて共通して放牧可能な共有地つまり放
牧場が点在しているが、共有地は実際これだけにとどまらない。この放牧地に牧⺠
GMDG と牧⺠ SR の⼆つのオトルが設置されている。この⼆つのオトル以外に、⾃らの
草刈り場の⼀部を放牧地として利⽤し、そこにオトルを置くことがほとんどである。オト
ルごとに⼤体 300-500 頭の⽺が放牧されている。共有地に設置された牧畜⺠ GMDG のオ








表 13 オトルの事例 
⾯積 3km2（ウリレン周辺） 
放牧家畜頭数 500頭の⽺ 
常時滞在者数 4 ⼈（世帯主夫婦 2 ⼈と雇⽤労働者夫婦 2 ⼈） 










る。このオトルの 500 頭⽺の内およそ 350 頭はオトルを担当している GD 世帯のもの





















表 14 ジュー別の⽜、⽺、⾺の飼育頭数 
 
ジュー番号 ⽜ ⽺ ⾺ 
J01 88 561 25 
J02 46 0 0 
J03 134 1745 24 
J04 15 0 0 
J05 22 0 0 
J06 18 3 1 
J07 102 260 182 
J08 119 1182 43 
J09 20 42 0 
J10 29 4 0 
J11 7 150 0 
J12 8 0 0 
J13 45 0 0 
J14 143 92 0 
J15 17 0 1 
J16 20 350 0 
J17 45 0 2 
J18 50 597 60 
ジュー合計 928 4986 338 
ジューを構成しない世帯 938 2360 372 


















表 15 観察されるジューメンバーの世帯数と世帯主の⺠族またはモホン名 
ジュー番号 MON DG MAN EVK DL JIN NT TH UT 総計 
J01 1 
      
5 1 7 
J02 










   
2 
     
2 
J05 
   
3 





   
2 5 
    
7 
J07 
   
1 1 
    
2 
J08 
   
4 
     
4 
J09 
   
2 
     
2 
J10 





   
3 
     
3 
J12 
   
3 
     
3 
J13 
   
2 
     
2 
J14 







   
2 
     
2 
J16 1 





   
2 
     
2 
J18 
   
2 
     
2 














約半数の 66 世帯が⼤⼩ 18 のジューを構成している。ジュー当たり２軒から８軒の世帯
からなっている。 
 
表 16 ジュー別世帯主の⺠族・モホン名別請負地の⾯積 
ジュー番号 
⾮エヴェンキ モホン別エヴェンキ 総計 
MON  MAN EVK TH DL NT UT JIN  
J01 1200    4320   1600  7120 
J02        3288  3288 
J03   300 500   2880   3680 
J04    1600      1600 
J05    2100 2000     4100 
J06    1320  2745    4065 
J07      3100    3100 
J08    13200      13200 
J09    2400      2400 
J10       536  1670 2206 
J11    2200      2200 
J12    600      600 
J13    2306      2306 
J14    4940   4100   9040 
J15    3100      3100 
J16 1000      1200   2200 
J17    3777      3777 
J18    2000      2000 
ジュー合計 2200  300 40043 6320 5845 8716 4888 1670 69982 
ジューを構成
しない世帯 4118  0 38213 990 0 3000 3000 0 58419 














表 16 からジュー別に請負地⾯積が分かるが、最⼤の J08 では 13200畝 880ヘクター

















⾯積は約 900畆を持つ牧畜⺠ QL の場合、草刈りから草の運搬が終了するまで本⼈及び雇
⽤労働 4 ⼈で約 20⽇間労働する必要がある。また、⼩型トラクターにつける機械の燃料
費、労働者の⾷費などを含めておよそ 3500元を必要とする。このほか、刈り取った草の






















AL001 WLTY、JFX、DZ、JXL 1 1 
AL003 CGDM、QMG、DBSL 5 3 
AL010 HSSR、SBD、SRY、XF 1  
AL013 GRL、SRN、HQT、BYDLGE 1 1 
AL015 QCS、QZY  1 
AL020 AR、HQL、TQ 1  
AL022 ADBH、GRL、AJ 1  
AL024 JBC、WCM、JYF、JYH 2 2 
AL025 ADBLG、TN、TM 2 2 
AL028 WLGRL、QCL、ZG、ALT 2 2 
AL030 BLD、ADSCL、XJL 1 1 
AL031 GDQ、GY 2 1 
AL033 HSL、AL、HN 2  
AL034 HGJL、SY、QJ 4 2 
AL035 CHJ、CF、XF 1  
AL036 CHS 1  
AL037 TD、ALY 2 1 
AL041 SYLQQG、ERQ 1  
 82 
AL042 BHSR、QQG、ALMS、ANMD 1 2 
AL044 SRGL、WRLG、ENRLT 1 2 
AL047 AEMS、DYS、WRH、DTR 1 1 
AL048 BYT、QB 1 1 
AL051 HM、GQ、BHS 1 1 
AL052 SYLT、WRQMG、MD、ML 2 3 
AL054 SDET、TXM、WRH 1 1 
AL055 MHL、WRQMG、BLR 2 1 
AL062 EHBT、ERGJM、HSBTR、BLJ 3 1 
AL064 WXH、WL、WHY 1  
AL065 NRGW、CGJL、NHY、DN 1  
AL066 NRTY 1 1 
AL070 NR、TL、HLMJ、HYL、AH、NDH 1  
AL071 JFY、HT、SH 1  
AL073 AN、SRT、ADBL、YR 1 1 
AL074 TMQL、NRGRL、WRH、JY 2 1 
AL076 HBSGET、NRTY、MG、MQL 1  
AL077 GSJ、JM、KXY、XH 2  
AL079 TMRBG、GRLM、QLMG 1  
AL081 WJ、NM、YJ 1 1 
AL083 SYLBH、NRTY、AW、AM 3 1 
AL086 TMR、ZL、NMY 1 1 
AL087 TML、EHX、DRX、HSF、DCY 1 1 
AL089 HBSHET、GRS、SS、LXH 1 1 
AL091 GRLBT、WXH、THX 1  
AL093 NRH、JMS、ANR 1  
AL096 SYLBTE、HX、ZGF 1 1 
AL098 SPLM、LY、LKX 1  
AL100 MRZB、NRG、HN 1  
AL101 GXJ、NRGRL、GM 1 1 
AL102 TLG、ARS、WRH、HSTY 1 1 
AL103 BTTMR、WYQMG、AD、DN 2  
AL110 QCY、SRGW、WR 1  









表 18 ⺠族別に⾒た⼾籍種類 
 
















 計 112 
(空⽩) エヴェンキ族 7 ロシア族 1 





表 19 ⼤型機械の種類と所持台数 
 ⼤型機械 併⽤機械 
⼤⾞ 梱草機 草刈機 楼草機 トラクタ
ー 
AL028 1 1 2 2 2 
AL096 1 1 3 2 3 
AL047 1 1 4 3 4 
AL070 1 1    
AL083 1 1 3 2 2 
AL037 1 1 2 1 2 
AL103 1 1    
AL024 1 1 2 1 2 
AL108 1 1 3 2 3 
AL064 1 1 1 1 1 
AL043 1 1 1 1 1 
SDET 1 1 3 2 4 
CHM、WZH 1 1 1 1 1 
PTG 1 1 2 1 2 
AL042  1 1 2 1 2 
AL053  1 1 1 1 1 
AL003  1 1 2 2 2 
CGJL 1 1 1 1 1 
NRH 1 1 2 2 2 
EH 1 1 2 2 1 
SS 1 1 4 3 3 





















ジューに参加している世帯は 66 世帯で、ガチャー全体の請負地 13万弱畆の 7万畆程
度を占めている。以下の表 20 のジュー毎の請負地⾯積を⾒ると、J08、J14、J01 の 3 つ
のジューが 7000 ないし 13000畝と⼤きな⾯積を占めており、そのほかは 3000 ないし
4000畝と⼩⾯積である。 
ジューの J03 と J08 の事例を⾒ると、⽜や⽺の飼育頭数が最も多く、牧畜を重要な⽣
業としていることがわかる。しかし、世帯の粗収益はともに 23万元前後で、ほぼジュー
の平均的な⽔準である。J03は、請負地⾯積が⽐較的⼩さい 8 世帯からなるジューだが、





















J01 7 7120 2 531 75.9 
J02 5 3288 0 206 41.2 
J03 8 3680 3 185 23.1 
J04 2 1600 0 6 3.0 
J05 4 4100 0 15 3.8 
J06 7 4065 1 314 44.9 
J07 2 3100 0 17 8.5 
J08 4 13200 2 91 22.8 
J09 2 2400 1 32 16.0 
J10 4 2206 1 66 16.5 
J11 3 2200 0 5 1.7 
J12 3 600 0 6 2.0 
J13 2 2306 1 11 5.5 
J14 4 9040 1 34 8.5 
J15 2 3100 0 6 3.0 
J16 3 2200 0 7 2.3 
J17 2 3777 0 16 8.0 
J18 2 2000 0 55 27.5 
ジュー合計 66 69982 12 1603 2402 
ジューを構成
しない世帯 72 58419 5 1159 16.1 







の放牧には最⼩でも 2 ⼈の牧夫が必要とされる。⽺を所有する世帯では家族 1〜2 ⼈でオ
トルに出て放牧をするか、「ホニチン（⽺管）」と呼ばれる牧夫を雇ってオトルに駐在さ
せる。7 世帯からなるジューJ01 では 5 つの世帯の⽺が 1群れにされている。この 5 世帯




































































































































































































































































附表 1 「エヴェンキ族⾃治旗草原管理条例」 
（出所: 鄂温克族⾃治旗 http://www.ewenke.gov.cn/Item/24639.aspx 政府ホームページ発布時間：2016
年 9⽉ 12⽇、2018.11.8閲覧） 
（2000 年 3⽉ 29⽇開催のエヴェンキ族⾃治旗第九回⼈⺠代表⼤会第⼆次会にて議決され、2001 年 11⽉





























































































































じ、⼀回当たり 150元から 150元の罰⾦を科す。 
（六）草原の違法占⽤、使⽤した場合は、使⽤草原の即時返済を命じ、その使⽤中の⽣産⽣活施設等を没








附表 2 現地調査と調査で⼊⼿した資料について 
 
第⼀回 2012 年 8⽉−9⽉  
期間 2ヶ⽉ 
場所 A ガチャー 
2012-1 国道 301 の建設のため占⽤した⼟地の牧畜⺠への補償⾦明細 






2012-4 2006 年−2010 年 ガチャーの建設企画 
2012-5 ソムの第⼀回代表⼤会の⼯作報告書 2011 年 4⽉ 30⽇ 
2012-6 草場使⽤証の⾒本 
 101 
2012-7 バエン鎮 時の ガチャーの牧畜⺠⾝分 名簿 30 ⼾ 66 ⼈ 
2012-8 バエン鎮 時の ガチャーの⾮農業 名簿 19 ⼾ 25 ⼈ 
2012-9 22 ⼈個⼈の⼟地+1公⽤地＝23件 の⼟地⾯積明細 意思不明 
2012-10 バエン鎮 時の ガチャーの牧畜⺠ 名簿 88 ⼾ 204 ⼈ 
2012-11 草場使⽤牧⼾⼈⼝・家畜基本状況統計表 1996 年 
2012-12 2012 年 6⽉ 三⼗⼾・⾦星 家畜頭数 
2012-13 304 ⼈の⼈⼝数・⺠族・⾝分証明書番号 公安分⾨の知り合いにシステムか
ら印刷して貰った 2012 年 8⽉現在 
2013-14 ⾦星・三⼗⼾・ムヘルト 2010 年 9⽉ 1⽇ 公⽤地補償⾦の分配表 
第⼆回 2013 年 8⽉−10⽉ 
期間 3ヶ⽉ 




2013-4 三⼗⼾の 53 ⼾各々の持ち主と三⼗⼾の⻄側にある半建家屋の持ち主、バトバ
ヤル 
2013-5 打草機 持ち主 
2013-6  毎年 10⽉に⾏う家畜防病育種 2013 年分 62枚 
第三回 2014 年 8⽉−9⽉ 
期間 1ヶ⽉ 
場所 A ガチャー 
2014-1 毎年 10⽉に⾏う家畜防病育種 2014 年分 89枚 
2014-2 1970 年−1978 年 ジャラムタイの地図・モホン・⼈名 




附表 3 家畜頭数データ 
世帯番号 家畜頭数（頭、匹） 世帯番号 家畜頭数（頭、匹） ⽜ ⾺ ⽺ ⽜ ⾺ ⽺ 
AL001 9   AL066 10   
AL003 25  20 AL068 6   
AL004 5   AL069 1   
AL008 1   AL070 45   
AL009 2   AL071 10   
AL010 7   AL073 16  50 
AL011 5  50 AL074 16 1  
AL012 6   AL075 17   
AL013 20   AL076 10  10 
AL015 12   AL077 30  20 
AL018 12   AL078 20   
AL020 40 52  AL079 15 1  
AL022 25  30 AL080 24  15 
AL023 2   AL081 10   
AL024 10  4 AL082 23   
AL025 60  52 AL083 20   
AL026 4   AL084 2   
AL027 23  30 AL086 12  30 
AL028 20 25  AL087 15   
AL029 14 5  AL088 15   
AL030 26  125 AL089 34 2  
 102 
AL031 14   AL090 7   
AL032 19   AL091 15   
AL033 34 35 900 AL093 19   
AL034 102 182 42 AL095 27   
AL035 2   AL096 15  5 
AL036 5   AL097 8   
AL037 30 40  AL098 26  12 
AL038 2   AL099 6  40 
AL039 4   AL100 20   
AL040 2   AL101 24  2 
AL041 15   AL102 41 3  
AL042 38   AL103 41  10 
AL043 14 8 3 AL104 30 30  
AL044 25 20  AL105 2  3 
AL045 15   AL106 2   
AL046 2   AL107 3   
AL047 13   AL110 25 6 20 
AL048 25   AL112 6   
AL049 5   AL113 16   
AL050 10   AL114 7   
AL051 27  100 AL118 32   
AL052 28   AL119 18  20 
AL053 12 8  AL120 13   
AL054 15 16  AL121 21  5 
ALO55 30 5 200 AL122 6  4 
ALO56 19   AL124 15   
ALO57 5   AL126 60 160 300 
ALO58 15   AL130 7   
ALO59 10   AL133 3   
ALO60 5  2 AL134    
ALO61 10 1 1 AL135 25 50  
ALO62 50 60 150 AL137 5   
ALO63 11   AL138 4   
ALO64 15   総頭数 1866 710 2255 ALO65 10   
出所：2013 年から 2014 年飼育状況に関する聞き取り調査の回答資料より、筆者作成。 
 










総額 家畜 売買 搾乳 ⽯炭 総額 
家畜 
売買 搾乳 ⽯炭 
AL002 3 1.5    AL066 1 4.5 0  0 
AL003 3 66 8.5 0  AL067 1 1 0 0 0 
AL004 1 2.5 2.5 0 0 AL068 3 3.5 0 2.5 0 
AL005 3 8 0 0 0 AL069 3 1.5 0  0 
AL006 2 5 0 0 0 AL070 6 8 0 7 0 
AL007 2 1.5 0 0 0 AL071 3 4 0 3 0 
AL008 1 2 0  0 AL072 1 3 0 0 0 
AL009 2 1.5 0  0 AL073 5 6 0  0 
AL010 4 3 0 3 0 AL074 4 6 0 6 0 
AL011 2 3 0 1.5 0 AL075 3 6.5 0 6.5 0 
AL012 3 4 0  0 AL076 4 4.5 0 4.5 0 
AL013 4 8 0 5.5 0 AL077 4 152 0 6.5  
AL014 3 7 0  0 AL078 3 6 0 6 0 
AL015 2 4 0 4 0 AL079 3 4 0 4 0 
AL016 1 0 0 0 0 AL080 3 8 0 6 0 
AL017 4 3 0 0 0 AL081 3 5 0  0 
AL018 1 5 0  0 AL082 4 135 0 6  
AL019 1 2 0 0 0 AL083 4 5.5 1.5 4 0 
AL020 3 8 0 3 0 AL085 1 0.5 0 0 0 
AL021 1 4 0 0 0 AL086 3 5 0 5 0 
AL022 3 7 0 4 0 AL087 5 6 0 6 0 
AL023 2 1.5 0 1.5 0 AL088 3 5 0 4 0 
AL024 4 4 0 4 0 AL089 4 10 0 8 0 
 103 
AL025 3 12 0 9 0 AL090 4 4 0 4 0 
AL026 2 2 0  0 AL091 3 6 0 6 0 
AL027 4 7 0 4 0 AL093 3 6 0 6 0 
AL028 4 56 0 6  AL095 2 6.8 0  0 
AL029 2 6 0 6 0 AL096 3 55 0 5  
AL030 3 7 2 5 0 AL097 2 4 0 3 0 
AL031 2 5.5 0  0 AL098 3 8 0 7 0 
AL032 3 6 0 6 0 AL099 2 145 0 3  
AL033 3 8 1 7 0 AL100 3 135 0 5  
AL034 3 17 8 9 0 AL101 3 7.5 0 6.5 0 
AL035 3 1.5 0 0.5 0 AL102 4 10 3 7 0 
AL036 1 3 0 3 0 AL103 4 8 2 6 0 
AL037 2 8 0 8 0 AL105 2 1 0 1 0 
AL038 2 2.8 0 2 0 AL106 2 1.7 0 1.7 0 
AL039 2 1.5 0 1.5 0 AL107 3 2 0  0 
AL040 2 1.5 0 1.5 0 AL108 3 301 0 3  
AL041 2 190 0   AL109 2 1.5 0 0 0 
AL042 4 8 0 8 0 AL110 3 6 0 6 0 
AL043 4 5 0 5 0 AL112 3 3 0 1.5 0 
AL044 3 350 0 6  AL113 2 200 0 4  
AL045 3 5 0 5 0 AL114 2 55 0 2.5  
AL046 3 1.5 0 0.4 0 AL115 2 2 0 0 0 
AL047 4 194 0 4  AL116 2 0.14 0 0 0 
AL048 2 6 0 6 0 AL117 1 1.5 0  0 
AL049 2 2 0  0 AL118 3 7.8 1 4 0 
AL050 2 3.5 0  0 AL119 4 4.8 1 3.8 0 
AL051 3 6 0  0 AL120 5 4 0 3 0 
AL052 4 6.5 0 6.5 0 AL121 6 6 0  0 
AL053 2 4.5 0 4.5 0 AL122 1 3 0  0 
AL054 3 6 0 6 0 AL123 1 1.5 0 0 0 
AL055 3 65 0 7  AL124 3 7 2 5 0 
AL056 2 6 0 6 0 AL126 1 20 10 10 0 
AL057 2 3 0 2 0 AL130 2 2 0 2 0 
AL058 1 4.5 0 4.5 0 AL132 1 2.3 0 0 0 
AL059 1 4 0 4 0 AL133 2 2 0 2 0 
AL060 2 3 0 2 0 AL134 2 2 0 0 0 
AL061 3 4.5 0 3.5 0 AL135 1 5 1 4 0 
AL062 4 55 0 9  AL136 1 1.5 0 0 0 
AL063 3 5.5 0 5.5 0 AL137 2 2 0 2 0 
AL064 3 30 0 5  AL138 1 2 0 2 0 




附表 5 請負地の⾯積 








AL001 536 198 AL054 1800 310 
AL002 1060 327 AL055 1800 380 
AL003 1800 412 AL056 1117  
AL005 1100 244 AL057 826  
AL009 1800 370 AL060 845 212 
AL010 470 288 AL062 2000 395 
AL011 670 340 AL063 1777 308 
AL012 1000  AL065 500 215 
AL013 2000 405 AL069 620 200 
AL014 3000 516 AL070 6800 720 
AL015 335  AL071 270  
AL016 1100  AL073 3000 508 
AL017 1200  AL074 1000 306 
AL018 1689 406 AL075 800 288 
 104 
AL019 1079 447 AL076 500 206 
AL022 4100 559 AL077 300 215 
AL023 1200 320 AL078 1000 200 
AL024 1400 380 AL079 1300 310 
AL025 1040 218 AL080 873 200 
AL026 1600 247 AL081 1000 205 
AL027 7500 610 AL083 990 205 
AL028 120  AL084 2000 378 
AL029 900  AL086 2300 410 
AL030 750 287 AL087 2700 400 
AL031 2395 330 AL089 2000 410 
ALO32 300  AL090 1998 280 
ALO33 2000 360 AL091 1600 257 
ALO34 3100 500 AL093 2853 481 
AL037 1200 310 AL094 750 230 
AL038 800 296 AL096 2000 340 
AL039 2100 350 AL097 600 290 
AL040 700 308 AL098 1400 290 
AL042 1836 320 AL099 2200 387 
AL043 800 203 AL101 670 230 
AL044 760  AL102 2700 420 
AL045 280  AL103 3100 449 
AL047 1000 231 AL105 2200 405 
AL048 1080 220 AL108 700 298 
AL049 2400 420 AL110 780 330 
AL050 1000 218 AL112 1300 258 
AL052 920 270 AL113 1240 309 
総 ⾯積 
牧草地 
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